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ネットで作製したケージを被せ保讃している削。また，  

汀線付近の転石帯や砂底に僅かに点在する岩礁は何れ  

も離けの様相を呈しており，海藻の着生はほとんど  

みられなし㌔  
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l．はじめに   

近牢の磯粗ナによる稀増や有用梅穫の寮退，あるい  

は消滅は日本のみならず．世界的な問題となっている。  

それは硝煙けが，梅礫葡を其盤として成立している生  

態系を根底からくつがえし，アワビやサザエなど町重  

平水敵物だけでなく，藻場に依存する水産有用種の  

減少をも招き，漁業生産に親犬な被零をあたえている  

ことによる。そのため日本各地で硝焼け対策として．  

輯聯の新たな着生基龍唐生みだすための投石や，藻  

場造成などの大規揺な韓場倍襟帯顎が行われている1I・  

2ユ。職能けの原因には，海況変軌特定な塩類巾不足，  

榔漉動物の摂食圧な鼎があるが，ウニによる摂食  

は根性けを長期にわたり持続させる要田切←一つとされ  

ている封。磯焼け許でウニ剋断続的に除去すると海藻  

群落が形成されることは彗 この裏付けであろう．小  

柿市忍路靖の滞奥部では，刺押を利用したウニ侵入防  

止フェンスを用いた機焼け対策法も検討されている引。  

その他にもウニの海藻食専防止矧粗 いくつか試みら  

れてはいるが，いずれも未解決の問題があり必ずしも  

完成されていないのが現状である。   

そこで本研究では．新たなウニ侵入防止フェンスの  

問罪を目的とした。今回拙帥択マットを用いたウニ類  

の移動防止フェンスの効果について報告する。   

2．柵と方法  

1）実施海域価噴掲   

実験海域はユダミドリイシ血叩苛血皿品血群集  

内のサンゴ鞘地で，静岡県沼津市内浦沿岸の久連の沖  

合l00吼水深年～個mに位置する（囲・1）。木テ尉或は  

駿河碑の湾奥で，地形的には内所であるが水質的には  

外洋的な環境である射。このエダミドリイシ畔集は，  

1∈貯1年に環境庁が実施した全国一斉サンゴ畔調査で  

発見された。1弼年には12～l謬Cの低水勧叩叶牢に  

なく約4カ月も続き多くのユダミドリイシ群件が白化  

し，死亡した。そ哺果エダミドリイシ群集の立体榊  

遭が崩壊し，ガンガゼ血曲Ⅲ古顔！由和が群集内に  

多数臥できるようになり．水温の回復した1淡泊年  

以降もガンガゼの食害が原因で生サンゴの祇度が減少  

し，甜〕2年には生サンゴ被度は19粥牢のわずか乱7％  

となった7」現在は，サンゴ推掛こタキロントリかレ  

固・1実験海域の概要  

2）調査方法   

針状マットのウニ類に対する移動陽春効果を明らか  

にするた軌実験梅域に多数生′邑するガンガゼを対蟄  

に，珊3年9月に上向きの針状マット上での移動様  

式と（写真・1），針状マットを横向きに珊した場合の  

行動を（写真・幻，実験海域で匪樟観察した．また．こ  

れらの冥軌こは，針の帝席の輿なる2稚頸の針状マッ  

トを用いて，針の粗密による効果を検討し7㌔  
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